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Effects of Natural Scientific Events on Public Attitude to Science and Technology 
－Effects of the 2012 Annular Solar Eclipse－ 
 
Yuji Hayakawa and Hidekazu Chayama 
Second Policy-Oriented Research Group, 
National Institute of Science and Technology Policy (NISTEP), MEXT 
 
ABSTRACT 
On May 21, 2012, an annular solar eclipse, a very rare celestial phenomenon, was observed 
across Japan. 
We conducted web surveys in June 2012, August 2012, and December 2012 to figure out the 
effects of this annular solar eclipse on public awareness of science and technology in Japan. 
Our results suggest that the general public showed increasing interest in space and celestial 
bodies, and that children are highly interested in science. 
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実際に太陽を観察した テレビやインターネットのライブ中継だけで見た 見なかった 









20～69 歳を対象としたインターネットを利用したアンケート調査を 3 回（2012 年 6 月、8 月及び















                                                   













図b 天体観察に関心を示している人の割合 ii iii 
 








6 月  
調査  
8 月  
調査  
12 月  
調査  
6 月  
調査  
8 月  
調査  
12 月  
調査  
計 
計  461 39.9 39.3 47.7 -0.13 -0.23 -0.01 
女性  231 37.7 39.0 47.6 -0.13 -0.23 0.04 




計  203 55.2 51.2 62.6 0.25 0.06 0.37 
女性  101 56.4 53.5 60.4 0.31 0.13 0.37 




計  158 32.3 32.3 39.2 -0.29 -0.36 -0.20 
女性  88 29.5 30.7 42.0 -0.27 -0.43 -0.06 
男性  70 35.7 34.3 35.7 -0.30 -0.27 -0.37 
見なかっ
た 
計  100 21.0 26.0 31.0 -0.63 -0.60 -0.50 
女性  42 9.5 21.4 28.6 -0.88 -0.69 -0.52 
男性  58 29.3 29.3 32.8 -0.45 -0.53 -0.48 




                                                   
ii  質問文「あなたは、今後、天体観察を行いたいですか。次のうち最もあてはまるものを 1つお選びください。」に
対して、「行いたい」、「どちらかというと行いたい」、「どちらかというと行いたいと思わない」、「行いたくない」及び
「わからない」の 5 の選択肢から単数選択。 














6月調査 8月調査 12月調査 
























                                                   
iv  質問文「あなたは、宇宙や天体に興味・関心がありますか。次のうち最もあてはまるものを 1つお選びください。」
に対して、「非常に興味・関心がある」、「どちらかというと興味・関心がある」、「どちらかというと興味・関心がない」、
「全く興味・関心がない」及び「どちらともいえない」の 5 の選択肢から単数選択。 
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図e 子どもの金環日食の観察状況 vii viii 
図f 金環日食に関連した学校の対応状況 ix 
                                                   
vii  質問文「お子さんは、金環日食（部分日食を含む）を見ましたか。次のうち最もあてはまるものを 1 つお選びく
ださい。」に対して、「実際に対象を観察して、金環日食（部分日食を含む）を見た」、「実際に対象を観察したが、
金環日食（部分日食を含む）を見ることができなかった」、「テレビやインターネットでのライブ中継だけで見た」、
「見なかった」及び「わからない」の 5 の選択肢から単数選択。 
「実際に太陽を観察した」は「実際に太陽を観察して、金環日食（部分日食を含む）を見た」又は「実際に太陽
を観察したが、金環日食（部分日食を含む）を見ることができなかった」のいずれかの選択に該当する子ども。 
viii  「わからない」の選択数を除いたサンプル数に対する割合。 
ix  質問文「お子さんが通われている学校で金環日食（部分日食を含む）に関連してどのようなことがありましたか。
次のうちあてはまるものをいくつでもお選びください。」に対して、「5 月 21 日以前に金環日食（部分日食を含む）
に関する授業などがあった」、「5 月 21 日以前に金環日食（部分日食を含む）の観察に当たっての注意事項など
の説明があった」、「金環日食（部分日食を含む）を観察する行事があった」、「5 月 21 日以降に金環日食（部分
日食を含む）に関する授業などがあった」、「登校時間の配慮があった」、「金環日食（部分日食を含む）を見るた



























































































































図 h 天体観察に関心を示している子どもの割合（親の天体観察に対する関心別） 
 
                                                   
x  質問文「お子さんは、今後、天体観察を行いたいと言っていますか。次のうちあてはまるものを 1 つお選びくだ
さい。」に対して、「行いたいと言っている」、「どちらかというと行いたいと言っている」、「どちらかというと行いたくな











































図 j 宇宙や天体に関心を示している子どもの割合（親の宇宙や天体に対する関心別） 
                                                   
xi  質問文「お子さんは、宇宙や天体に興味・関心がありますか。次のうちあてはまるものを 1つお選びください。」
に対して、「非常に興味・関心がある」、「どちらかというと興味・関心がある」、「どちらかというと興味・関心がない」、







































図k 金環日食以降の子どもの理科に対する関心の高まり状況 xii 
 
○ 金環日食以降、理科に対する関心が高まったと親が思っている子どもの内、60％程度が
8 月以降も理科に対する関心を示した（図 l）。 
 
図 l 理科に対する関心の継続状況 xiii 
                                                   
xii  質問文「お子さんは、5月 21日の金環日食以降、理科への関心が高まったと思いますか。」に対して、「非常
に高まった」、「どちらかというと高まった」、「どちらともいえない」、「どちらかというと高まらなかった」、「高まらなか
った」及び「わからない」の 6 の選択肢から単数選択（6 月調査）。 
「わからない」の選択数を除いたサンプル数に対する割合。 
xiii  質問文「お子さんは、理科への興味・関心が高いですか。次のうち最もあてはまるものを 1 つお選びくださ
い。」に対して、「非常に興味・関心が高い」、「どちらかというと興味・関心が高い」、「どちらともいえない」、「どちら


















































6月調査 8月調査 12月調査 


























































インターネットを利用したアンケート調査を 3 回実施 
(2) 調査対象 
インターネット調査会社の有する 20～69 歳までの登録モニターとし、第 2 回及び第 3 回の
調査は、第 1 回の調査の回答者を対象とした。 
(3) 調査時期 
① 第 1 回（以下、「6 月調査」という。） 2012 年 6 月 7 日（木）～6 月 8 日（金） 
② 第 2 回（以下、「8 月調査」という。） 2012 年 8 月 22 日（水）～8 月 28 日（火） 
③ 第 3 回（以下、「12 月調査」という。） 2012 年 12 月 14 日（金）～12 月 18 日（火） 
(4) 有効回答数 
① 6 月調査  1,600 人（男性 800 人、女性 800 人） 
② 8 月調査  1,245 人（男性 626 人、女性 619 人） 



























































































































図 5 回答者最終学歴 
 
(6) 調査実施会社 





























































農林漁業 自営業 自由業 管理的職業 専門・技術的職業 
事務的職業 労務的職業 販売的職業 サービス的職業 保安的職業 











































中学校 高等学校 専門学校 短期大学 大学（理系） 
























(1) 金環日食の観察状況 1 




このことは、2012 年 6 月 6 日の毎日新聞において、空を見上げて金環日食を見た人の割
合を 57％とインターネット調査の結果が報道されており、この結果とも合致している。 
 








                                                   

















図 7 金環日食の観察状況（2011 年以前に天体観察の経験なし） 
 
このように、常日頃、じっくりと太陽を観察することがない中で、自分の目で実際に太陽を観











図 8 金環日食を観察した相手 










































一人で 家族と 友達や職場の人と その他 
 14 
 
 (2) 金環日食以前の行動 


















                                                   






「Twitter や Facebook などのＳＮＳに金環日食に関してつぶやいた」、「金環日食に関して家族、友人や職場の











































































































































































































































































































図 11 金環日食以降にとった行動（n=1600） 
 
(4) 金環日食に関する新聞報道量 
ｙａｈｏｏの新聞記事横断検索 8を利用して、2012 年 1～7 月の全国紙 3 紙（読売、毎日、産
経）に掲載された「金環日食」又は「金環食」を含む記事（地方版に掲載された記事を除く）に
ついて、その文字数を 1 週間ごとに集計した（図 12）。 





図 12 全国紙３紙（読売、毎日、産経）に掲載された金環日食に関連する記事の文字数 
 
                                                   










































































































































































































1）、「見る」（632 回）、「思う」（270 回）、「見れる」（193 回）といった一般的な動詞が非常に多く
出現していることがわかる。それに次いで、「感動」（199回）、「綺麗」（115 回）、「神秘」（105 回）
                                                   
9  http://www.google.com/trends/ 
























表 1 頻出 150 語のリスト 
抽出語  出現数   抽出語  出現数   抽出語  出現数  
見る 632  空  26  嬉しい 14 
思う 270  持つ 26  驚く 14 
感動  199  準備  26  欠ける 14 
見れる 193  肉眼  26  厚い 14 
観察  166  話題  26  考える 14 
残念  166  地域  25  今後  14 
日食グラス 160  直接  24  周り 14 
見える 159  仕事  23  珍しい 14 
テレビ 131  特に 23  部分  14 
綺麗  115  リング 22  イベント 13 
神秘  105  関心  22  マスコミ 13 
興味  99  多い 22  ワクワク 13 
雲  97  大きい 22  一緒  13 
実際  94  中継  22  見上げる 13 
良い 92  無い 22  次  13 
金環日食  91  皆既日食  21  出来事  13 
太陽  82  感じ 21  大変  13 
曇る 80  朝  21  木漏れ日  13 
宇宙  78  購入  20  今  12 
感じる 77  小さい 20  撮影  12 
出来る 74  騒ぐ 20  時代  12 
凄い 60  月  19  実感  12 
日食  57  言う 19  小学生  12 
天気  49  後悔  19  全く 12 
子供  47  行く 19  想像  12 
時間  47  写真  19  報道  12 
非常  41  天体  19  本当に 12 
暗い 40  家族  18  一瞬  11 
自分  40  楽しみ 18  科学  11 
不思議  39  幻想  18  外  11 
人  38  今回  18  起こる 11 
体験  37  出る 18  自宅  11 
当日  37  初めて 18  素敵  11 
部分日食  36  生きる 18  通勤  11 
悪い 35  盛り上がる 18  日本  11 
経験  35  前  18  番組  11 
買う 34  美しい 18  普段  11 
現象  32  住む 17  明るい 11 
騒ぎすぎ 32  晴れる 17  スる 10 
用意  32  雨  16  隠れる 10 
自然  31  楽しい 16  実物  10 
貴重  30  金環  16  心配  10 
知る 30  地球  16  世間  10 
少し 29  瞬間  15  分かる 10 
面白い 29  状態  15  眩しい 10 
天候  28  素晴らしい 15  サングラス 9 
感激  27  天体ショー 15  ネット 9 
機会  27  影  14  ラッキー 9 
目  27  映像  14  違う 9 


















図 15 金環日食に関する感想のコレスポンデンス分析 









































































天体観察に関心を示している人 13の割合は、6 月調査が 60.6％（男性 59.6％、女性
61.7％）、8月調査が 57.5％（男性 57.9％、女性 57.0％）、12月調査が 64.1％（男性 62.9％、
女性 65.4％）となり、6月調査に対して、8月調査では 3.1ポイント減少（男性 1.7ポイント減少、
女性 4.7 ポイント減少）したものの、12 月調査では 3.5 ポイント増加（男性 3.3 ポイント増加、女
性 3.7 ポイント増加）した。どちらかというと男性と比べ女性の方が天体観察に関心を示してい
る人の割合が高く、その変動が大きかったものの、顕著な違いは見られなかった（図 16）。 
金環日食のあった 5 月 21 日以前の状況が不明であるが、天体観察に関心を示している人
の割合は、金環日食直後の 6月調査がその後の 2回の調査と比べ、突出して高いわけではな
く、むしろ 12 月調査の方が高い結果となり、金環日食による影響が明確に表れなかった。 
 
 
図 16 天体観察に対し関心を示している人の割合（性別） 
 
                                                   
12  質問文「あなたは、今後、天体観察を行いたいですか。次のうち最もあてはまるものを 1 つお選びください。」
に対して、「行いたい」、「どちらかというと行いたい」、「どちらかというと行いたいと思わない」、「行いたくない」及び
「わからない」の 5 の選択肢から単数選択。 














6月調査 8月調査 12月調査 





















は、6 月調査が 76.7％（男性 72.4％、女性 81.5％）、8 月調査が 71.7％（男性 71.5％、女性
71.9％）、12月調査が 76.9％（男性 74.0％、女性 80.1％）となり、6月調査に対して、8月調査
では 5.0 ポイント減少（男性 0.9 ポイント減少、女性 9.6 ポイント減少）したものの、12 月調査で
は 0.2 ポイント増加（男性 1.6 ポイント増加、女性 1.4 ポイント減少）と 6 月調査時に戻った。 
一方、2011年以前に天体観察の経験がない人の場合、天体観察に関心を示している人の
割合は、6 月調査が 39.9％（男性 42.2％、女性 37.7％）、8 月調査が 39.7％（男性 39.6％、
女性 39.0％）、12 月調査が 47.7％（男性 47.8％、女性 47.6％）となり、6 月調査に対して、8
月調査では 0.2 ポイント減少（男性 2.6 ポイント減少、女性 1.3 ポイント増加）したものの、12 月
調査では 7.8ポイント増加（男性 5.6ポイント増加、女性 9.9ポイント増加）となり、6月調査時を
20代(男性n=58、女性n=68) 30代(男性n=107、女性n=88) 40代(男性n=125、女性n=120) 
50代(男性n=118、女性n=118) 60代(男性n=134、女性n=118) 
62.1 






















































































































6 月  
調査  
8 月  
調査  
12 月  
調査  
6 月  
調査  
8 月  
調査  




計  461 39.9 39.3 47.7 -0.13 -0.23 -0.01 
女性  231 37.7 39.0 47.6 -0.13 -0.23 0.04 




計  203 55.2 51.2 62.6 0.25 0.06 0.37 
女性  101 56.4 53.5 60.4 0.31 0.13 0.37 




計  158 32.3 32.3 39.2 -0.29 -0.36 -0.20 
女性  88 29.5 30.7 42.0 -0.27 -0.43 -0.06 
男性  70 35.7 34.3 35.7 -0.30 -0.27 -0.37 
見なかっ
た 
計  100 21.0 26.0 31.0 -0.63 -0.60 -0.50 
女性  42 9.5 21.4 28.6 -0.88 -0.69 -0.52 




6 月調査における天体観察に対する関心が 8 月調査及び 12 月調査でどのように変化した
かについて見ると、6 月調査で天体観察に関心を示している人は、8 月調査で 80.8％（男性
79.9％、女性 81.6％）、12 月調査で 85.3％（男性 83.6％、女性 87.0％）の人がその意識を維
持しており、天体観察に関心を示さない 15意識に変化した人の割合はおよそ 10％前後であっ
た（表 3）。 
一方、6 月調査で天体観察に関心を示さなかった人は、8 月調査で 70.1％（男性 73.0％、







                                                   

















計  639 80.8 85.3 13.8 11.1 
女性  316 81.6 87.0 14.2 8.9 




計  301 19.3 28.9 70.1 60.5 
女性  138 18.1 31.2 66.7 58.7 
男性  163 20.2 27.0 73.0 62.0 
 備考：１） 「行いたい」又は「どちらかというと行いたい」のいずれかを選択した人  
２） 「どちらかというと行いたいと思わない」又は「行いたくない」のいずれかを選択した人  
 
 
なお、6 月調査以降、金星食（8 月）、オリオン座流星群の活動ピーク（10 月）、しし座流星
群の活動ピーク（11 月）、ふたご座流星群の活動ピーク（12 月）など、全国的に観察することが
できた天体ショーが続いたが、6月調査で天体観察に関心を示している人の内、6～12月に実
際に天体観察を行った人 16の割合は、59.3％（男性 54.2％、女性 64.6％）であった。 
また、その 6～12 月に実際に天体観察を行った人の内、12 月調査時に天体観察に関心を
示している人の割合は、92.3％（男性 90.9％、女性 93.6％）と非常に高かった（表 4）。 
 

















計  639 59.3 92.3 
女性  316 64.6 93.6 




計  301 18.9 52.6 
女性  138 13.8 57.9 
男性  163 23.3 50.0 
 備考：１） 「行いたい」又は「どちらかというと行いたい」のいずれかを選択した人  
２） 「どちらかというと行いたいと思わない」又は「行いたくない」のいずれかを選択した人  
 
                                                   















宇宙や天体に関心を示している人 18の割合は、6 月調査が 64.1％（男性 68.1％、女性
60.0％）、8月調査が 56.4％（男性 63.5％、女性 48.8％）、12月調査が 53.9％（男性 56.8％、
女性 50.8）となり、各調査とも女性より男性の方が高かった（図 19）。また、6月調査に対して、8
月調査では 7.7ポイント減少（男性 4.6ポイント減少、女性 11.2ポイント減少）、12月調査では






図 19 宇宙や天体に関心を示している人の割合（性別） 
 
                                                   
17  質問文「あなたは、宇宙や天体に興味・関心がありますか。次のうち最もあてはまるものを 1 つお選びくださ
い。」に対して、「非常に興味・関心がある」、「どちらかというと興味・関心がある」、「どちらかというと興味・関心が
ない」、「全く興味・関心がない」及び「どちらともいえない」の 5 の選択肢から単数選択。 


















6月調査 8月調査 12月調査 






推移した。一方、男性の場合、8 月調査で減少ないし横ばいから 12 月調査でさらに減少と推
移し、女性とはそのトレンドに違いが見られた（図 20）。 
 





























































6月調査 8月調査 12月調査 
女性 (n=512) 















（男性 75.7％、女性 67.1％）、8 月調査が 61.8％（男性 69.5％、女性 53.8％）、12 月調査が

















































6月調査 8月調査 12月調査 
女性 (n=512) 









図 22 2011 年以前の宇宙や天体に関連する経験の有無と 






図 23 2011 年以前の宇宙や天体に関連する各経験と 


























































6 月調査における宇宙や天体に対する意識が 8 月調査及び 12 月調査でどのように変化し
たかについて見ると、6 月調査で宇宙や天体に関心を示している人は、8 月調査で 79.0％（男



















8 月調査 12 月調査 8 月調査 12 月調査 
関心示している
人 1) 
計  676 79.0 75.7 7.8 5.9 
女性  307 73.9 75.2 11.7 4.9 
男性  369 83.2 76.2 4.6 6.8 
関心を示してい
ない人 2) 
計  326 16.3 14.1 60.1 58.9 
女性  173 11.6 13.3 66.5 57.8 
男性  153 21.6 15.0 52.9 60.1 
 備考：１） 「非常に興味・関心がある」又は「どちらかというと興味・関心がある」のいずれかを選択した人  






のいずれかの経験を有した人が 77.4％（男性 74.5％、女性 80.8％）、それらの経験を有した人
の内、12 月調査で宇宙や天体に関心を示している人は、80.9％（男性 80.7％、女性 81.0％）
と非常に高かった（表 6）。 
特に「宇宙や天体に関する専門書や専門雑誌を読んだ」経験を有した人は、12 月調査で





                                                   






















































計  676 77.4 80.9 57.5 83.5 16.4 88.3 
女性  307 80.8 81.0 61.2 83.0 16.6 92.2 




計  326 36.5 22.7 19.6 25.0 2.8 44.4 
女性  173 40.5 22.9 22.0 26.3 1.7 66.7 











































5.5 86.5 12.9 96.6 59.9 84.2 
6.8 81.0 13.0 95.0 66.8 84.9 
4.3 93.8 12.7 97.9 54.2 83.5 
1.2 0.0 1.5 80.0 27.3 25.8 
0.6 0.0 1.7 66.7 31.2 25.9 
2.0 0.0 1.3 100.0 22.9 25.7 
 備考：１） 「非常に興味・関心がある」又は「どちらかというと興味・関心がある」のいずれかを選択した人  


















































































































































































中学校 高等学校 専門学校 短期大学 大学（理系） 























































農林漁業 自営業 自由業 管理的職業 
専門・技術的職業 事務的職業 労務的職業 販売的職業 




































































































(1) 金環日食の観察状況 21 
金環日食時の子どもの行動状況は、実際に太陽を観察した子ども 22が 78.2％（小学生低
学年 88.2％、小学生高学年 90.9％、中学生 76.1％、高校生 54.2％）、テレビやインターネッ
トのライブ中継だけで見た子どもが 14.2％（小学生低学年 8.2％、小学生高学年 8.2％、中学
















                                                   
21  質問文「お子さんは、金環日食（部分日食を含む）を見ましたか。次のうち最もあてはまるものを 1 つお選びく
ださい。」に対して、「実際に対象を観察して、金環日食（部分日食を含む）を見た」、「実際に対象を観察したが、
金環日食（部分日食を含む）を見ることができなかった」、「テレビやインターネットでのライブ中継だけで見た」、
「見なかった」及び「わからない」の 5 の選択肢から単数選択。 
22  「実際に対象を観察して、金環日食（部分日食を含む）を見た」又は「実際に対象を観察したが、金環日食
（部分日食を含む）を見ることができなかった」のいずれかに該当する子ども。 













































                                                   
24  「わからない」の回答数を除いたサンプル数に対する割合  
25  質問文「お子さんが通われている学校で金環日食（部分日食を含む）に関連してどのようなことがありましたか。
次のうちあてはまるものをいくつでもお選びください。」に対して、「5 月 21 日以前に金環日食（部分日食を含む）
に関する授業などがあった」、「5 月 21 日以前に金環日食（部分日食を含む）の観察に当たっての注意事項など
の説明があった」、「金環日食（部分日食を含む）を観察する行事があった」、「5 月 21 日以降に金環日食（部分
日食を含む）に関する授業などがあった」、「登校時間の配慮があった」、「金環日食（部分日食を含む）を見るた

























































































































ない限り、6 月調査、8 月調査及び 12 月調査の 3 回の調査すべてに回答した人を対象に
集計・分析を行った。 
(1) 全般 
天体観察に関心を示している子ども 27の割合は、6 月調査が 57.2％（小学生低学年
72.5％、小学生高学年 63.3％、中学生 53.5％、高校生 39.5％）、8 月調査が 51.8％（小学生
低学年 65.0％、小学生高学年 57.0％、中学生 47.9％、高校生 37.0％）、12月調査が 55.0％
（小学生低学年 67.5％、小学生高学年 64.6％、中学生 45.1％、高校生 42.0％）であった（図
33）。 






図 33 天体観察に関心を示している子どもの割合 
                                                   































に関心を示している割合が高く、維持（6月調査 66.1％、8月調査 60.9％、12月調査 64.4％）
されているのに対し、ライブ中継だけで見た子どもは、6月調査では 50.0％と高かったものの、8















































6 月調査における天体観察に対する意識が 8 月調査及び 12 月調査でどのように変化した
かについて見ると、6 月調査で天体観察に関心を示している子どもは、8 月調査で 67.4％、12
月調査で 71.9％の子どもがその意識を維持しており、天体観察に関心を示さない 28意識に変









                                                   



























8 月調査 12 月調査 8 月調査 12 月調査 
天体観察に関心を示している 
子ども 1) 
178 67.4 71.9 6.7 7.3 
天体観察に関心を示さなかっ
た子ども 2) 
46 21.7 21.7 52.2 37.0 






の内、12 月調査時に天体観察に関心を示している子どもの割合は 85.8％であった（表 8）。 
 
 














178 63.5 85.8 
天体観察に関心を示さなかっ
た子ども 2) 
46 28.3 38.5 














た。なお、特段の断りがない限り、6 月調査、8 月調査及び 12 月調査の 3 回の調査すべ
てに回答した人を対象に集計・分析を行った。 
(1) 全般 
宇宙や天体に関心を示している子ども 30の割合は、6 月調査が 53.1％（小学生低学年
72.5％、小学生高学年 68.8％、中学生 52.1％、高校生 37.0％）、8 月調査が 43.1％（小学生
低学年 44.3％、小学生高学年 53.8％、中学生 38.0％、高校生 35.8％）、12月調査が 47.6％








図 36 宇宙や天体に関心を示している子どもの割合 
  
                                                   
29  質問文「お子さんは、宇宙や天体に興味・関心がありますか。次のうちあてはまるものを 1 つお選びください。」
に対して、「非常に興味・関心がある」、「どちらかというと興味・関心がある」、「どちらかというと興味・関心がない」、
「全く興味・関心がない」、「どちらともいえない」及び「わからない」の 6 の選択肢から単数選択。 





























月調査 49.4％、12 月調査 54.5％）、次いでライブ中継のみで見た子ども（6 月調査 42.9％、8














月調査 61.5％、8月調査 56.0％、12月調査 62.6％）と高く、ほとんど変動しなかったのに対し、
宇宙や天体に関心を示さなかった人の子どもは、その割合が低く（6 月調査 41.1％、8 月調査





























6 月調査における宇宙や天体に対する意識が 8 月調査及び 12 月調査でどのように変化し
たかについて見ると、6 月調査で宇宙や天体に関心を示している子どもは、8 月調査で 63.6％、
12月調査で 70.9％が関心を示し、8月調査で 12.7％、12月調査で 4.8％が関心を示さなかっ
た（表 2.9）。 
一方、6 月調査で宇宙や天体に関心を示さなかった子どもは、8 月調査で 61.1％、12 月調






























8 月調査 12 月調査 8 月調査 12 月調査 
関心を示している子ども 1) 165 63.6 70.9 12.7 4.8 
関心を示さなかった子ども 2) 72 13.9 12.5 61.1 41.7 




また、6 月調査で宇宙や天体に関心を示している子どもは、その 71.5％が 6～12 月までの
間に例示した「天体観察を行った」、「プラネタリウムや天文台に行った」、「天体望遠鏡や双眼
鏡を購入した」又は「宇宙や天体に関する書籍や雑誌を読んだ」のいずれかの宇宙や天体に


















































関心を示している子ども 1) 165 71.5 83.1 62.4 84.5 32.7 92.6 
































3.6 100.0 21.2 88.6 
1.4 0.0 6.9 40.0 






























                                                   




32  「非常に高まった」又は「どちらかというと高まった」のいずれかに該当する子ども 




















































図 41 理科に対する関心が高まったと思う理由（n=176） 
 
                                                   













































































の割合は、8月調査が 64.5％（小学生低学年 66.7％、小学生高学年 71.4％、中学生 58.1％、
高校生 58.6％）、12 月調査が 65.9％（小学生低学年 66.7％、小学生高学年 78.6％、中学生
54.8％、高校生 58.6％）であり、金環日食により高まった理科に対する関心は、およそ半年程
度経った時点においても、およそ 6 割程度が理科に対する関心を継続していた（図 42）。 
 
 




理科に対する関心が高い子どもの割合は、8 月調査が 46.6％（小学生低学年 44.3％、小
学生高学年 58.8％、中学生 46.5％、高校生 37.0％）、12 月調査が 50.2％（小学生低学年
46.8％、小学生高学年 63.8％、中学生 46.5％、高校生 43.2％）であり、8月調査と 12月調査
の間に顕著な違いは見られなかった（図 43）。 
                                                   
36  8 月及び 12 月調査において、質問文「同居されているお子さんについてお聞きします。そのお子さんは、理
科への興味・関心が高いですか。次のうち最もあてはまるものを１つお選びください。」に対して、「非常に興味・
関心が高い」、「どちらかというと興味・関心が高い」、「どちらともいえない」、「どちらかというと興味・関心が高く
ない」、「全く興味・関心が高くない」及び「わからない」の 6 の選択肢から単数選択 
























































































































































































































第 3 章 まとめ 
 
2012年 5月 21日（月）、概ね天気にも恵まれ、日本の広範囲において金環日食が観察された。
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